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切封

読
者
は
ま
た
各
章
の
主
題
相
互
の
関
係
性
を
も
自

ず
と
感
得
し
、
ビ
ザ
ン
ツ
世
界
の
全
体
像
を
描
く

こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
そ
れ
に
ゆ
え
に
本
書
は
、

現
在
日
本
で
ビ
ザ
ン
ツ
史
研
究
の
主
翼
を
担
う
訳

者
陣
に
よ
る
非
常
に
こ
な
れ
た
訳
文
と
あ
い
ま
っ

て
、
一
般
向
け
書
籍
と
し
て
は
圧
倒
的
と
も
い
え

る
情
報
量
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ビ
ザ
ン
ツ
帝
国
の

歴
史
に
馴
染
み
の
な
い
読
者
に
と
っ
て
も
十
分
通

読
で
き
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

　
ま
た
著
者
は
、
ビ
ザ
ン
ツ
帝
国
千
年
の
歴
史
を

周
辺
世
界
と
の
関
わ
り
に
お
い
て
明
ら
か
に
し
ょ

う
と
試
み
る
と
と
も
に
、
ビ
ザ
ン
ツ
帝
国
と
現
代

社
会
と
の
関
わ
り
に
も
意
識
を
向
け
て
い
る
。

「
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
と
フ
ォ
ー
ク
」
の
章
で
は
イ
タ

リ
ア
都
市
国
家
を
始
め
と
す
る
西
欧
と
の
経
済

的
・
文
化
的
摩
擦
に
言
及
し
つ
つ
、
現
代
に
な
お

も
残
存
す
る
ビ
ザ
ン
ツ
帝
国
へ
の
ネ
ガ
テ
ィ
ヴ
な

イ
メ
ー
ジ
の
淵
源
を
探
っ
て
い
る
。
加
え
て
終
章

に
お
い
て
著
者
は
現
代
の
教
皇
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
十

六
世
に
よ
る
マ
ヌ
エ
ル
ニ
世
（
位
＝
二
九
一
－
一

四
二
五
）
の
著
作
の
断
章
取
義
を
批
判
し
つ
つ
、

イ
ス
ラ
ー
ム
勢
力
と
の
長
い
対
立
と
交
流
の
歴
史

か
ら
培
わ
れ
た
帝
国
の
柔
軟
な
態
度
を
強
調
す
る

こ
と
で
、
ビ
ザ
ン
ツ
帝
国
を
そ
れ
に
纏
わ
り
つ
い

た
イ
メ
ー
ジ
も
含
め
て
再
考
す
る
こ
と
の
必
要
性

を
訴
え
て
い
る
。

　
著
者
が
冒
頭
で
述
べ
る
よ
う
に
、
ビ
ザ
ン
ツ
帝

国
の
歴
史
を
陰
謀
と
柔
弱
、
あ
る
い
は
絶
大
な
皇

帝
権
と
盗
れ
る
富
、
そ
し
て
劇
的
な
エ
ピ
ソ
ー
ド

の
連
な
り
に
還
元
す
る
こ
と
が
不
可
能
な
の
は
も

は
や
言
う
ま
で
も
な
い
だ
ろ
う
。
「
ビ
ザ
ン
ツ
文

明
を
支
え
て
い
た
構
造
や
心
性
を
明
ら
か
に
し
」
、

ま
た
そ
の
文
明
が
「
他
の
文
明
に
は
見
ら
れ
な
い

ほ
ど
、
粘
り
強
く
か
つ
巧
み
に
、
伝
統
や
遺
産
を

融
合
さ
せ
た
こ
と
に
気
付
い
て
ほ
し
い
」
と
の
意

図
で
書
か
れ
た
本
書
に
よ
っ
て
、
多
く
の
人
が
こ

の
活
力
あ
ふ
れ
た
文
明
の
金
宝
像
に
触
れ
る
こ
と

を
願
い
た
い
。

　
　
　
（
A
5
版
　
四
六
九
頁
　
二
〇
一
〇
年
一
〇
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
白
水
社
　
税
別
四
四
〇
〇
円
）

　
（
上
柿
智
生
　
京
都
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程
）

受
　
贈
　
誌

（
二
〇
一
一
年
三
月
七
日
～

二
〇
一
～
年
五
月
九
日
）

待
兼
山
論
叢
　
文
化
動
態
論
篇
（
大
阪
大
学
大
学

　
院
文
学
研
究
科
）
四
四

経
済
論
集
（
ソ
ウ
ル
大
学
校
経
済
研
究
所
）
四
九

　
i
四

皇
學
館
大
學
史
料
編
纂
所
報
（
皇
帝
館
大
量
史
料

　
編
纂
所
）
一
三
九

九
州
国
際
大
学
経
営
経
済
論
集
（
九
州
国
際
大
学

　
経
済
学
会
）
　
一
七
一
二

京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
共
同
研
究
資
料
叢
刊

　
（
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
）
八

斯
道
文
庫
論
集
（
斯
道
文
庫
）
四
五

史
學
雑
誌
（
史
學
會
（
東
京
大
学
文
学
部
内
）
）

　
一
二
〇
－
二

一
橋
研
究
（
｝
橋
大
学
大
学
院
一
橋
研
究
編
集
委

　
員
会
）
三
五
－
四
（
通
巻
一
六
九
）

経
済
論
叢
別
冊
　
調
査
と
研
究
（
京
都
大
学
経
済

　
学
A
試
）
　
二
⊥
ハ

ア
ジ
ア
研
究
所
紀
要
（
亜
細
亜
大
学
ア
ジ
ア
研
究

　
所
）
三
七

美
術
研
究
（
東
京
文
化
財
研
究
所
）
四
〇
二

史
學
雑
誌
（
史
學
會
（
東
京
大
学
文
学
部
内
）
）
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＝
～
O
I
三

束
ア
ジ
ア
人
文
情
報
研
究
セ
ン
タ
ー
　
東
方
學
資

　
料
叢
刊
一
九

立
命
館
文
学
（
立
命
館
大
学
入
文
学
会
）
六
二
〇

経
済
論
究
（
九
州
大
学
大
学
院
経
済
学
会
）
～
三

　
九
史
学
研
究
集
録
（
國
學
院
大
學
日
本
史
学
専
攻
大

　
学
院
会
）
三
六

仏
教
美
術
研
究
上
野
記
念
財
団
助
成
研
究
会
報
告

　
書
　
図
像
蒐
成
（
代
表
　
西
上
　
実
）
刈

駿
台
史
學
（
駿
台
史
学
会
）
一
四
一

東
洋
學
文
献
類
目
（
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所

　
附
属
漢
学
情
報
研
究
セ
ン
タ
ー
）
二
〇
〇
八
年

　
度
紀
要
　
史
学
（
中
央
大
学
文
学
部
）
五
六

立
命
館
法
學
（
立
命
館
大
学
法
学
会
）
一
一
一
三
三
・

　
三
三
四
上
巻

立
命
館
法
學
（
立
命
館
大
学
法
学
会
）
三
三
三
・

　
三
三
四
中
巻

立
命
館
法
學
（
立
命
館
大
学
法
学
会
）
三
三
三
・

　
三
三
四
下
巻

立
命
館
文
学
（
立
命
館
大
学
人
文
学
会
）
六
一
九

経
済
科
学
（
名
古
屋
大
学
大
学
院
経
済
学
研
究

　
科
）
五
八
一
四

史
　
と
美
術
（
史
　
美
術
甲
斐
会
）
八
一
三

神
道
宗
教
（
神
道
宗
教
学
会
）
二
一
八

古
代
文
化
（
古
代
學
協
會
）
六
ニ
ー
四

史
窓
（
京
都
女
子
大
学
史
学
会
）
六
八

東
洋
大
学
文
学
部
紀
要
（
東
洋
大
学
）
六
四
史
学

　
科
篇
三
六

ア
ジ
ア
文
化
研
究
所
研
究
年
報
（
東
洋
大
学
ア
ジ

　
ア
文
化
研
究
所
）
四
五

考
古
学
報
（
中
国
社
会
科
学
考
古
学
研
究
所
）
二

　
〇
一
一
－
一

社
会
学
年
誌
（
早
稲
田
社
会
学
会
V
五
二

東
洋
文
化
（
東
京
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
）
九
一

　
関
学
西
洋
史
論
集
（
関
学
西
洋
史
研
究
会
）

　
箋
H
＜

法
政
史
論
（
法
政
大
学
大
学
院
日
本
史
学
会
）
三

　
五
法
政
史
論
（
法
政
大
学
大
学
院
日
本
史
学
会
）
三

　
六
入
文
地
理
（
人
文
地
理
学
会
）
六
三
－
一

人
文
學
報
（
京
都
大
學
人
文
科
學
研
究
所
）
C
I

山
口
大
學
文
學
會
志
（
山
口
大
学
文
学
会
）
六
一

帝
京
史
学
（
帝
京
大
学
文
学
部
史
学
科
）
二
六

埋
蔵
文
化
財
調
査
年
報
－
国
庫
補
助
事
業
対
象
分

　
1
（
太
子
町
教
育
委
員
会
）
平
成
二
一
年
度

國
立
墓
溝
鼠
學
　
考
古
人
類
鼻
口
（
國
立
墓
寛
大

　
學
大
学
院
人
類
學
系
）
七
二

ア
ジ
ア
研
究
所
所
報
（
亜
細
亜
大
学
ア
ジ
ア
研
究

　
所
）
一
四
二

神
戸
薬
科
大
学
研
究
論
集
い
8
鑓
（
神
戸
薬
科
大

　
学
教
養
課
程
共
同
研
究
室
）
二

日
本
歴
史
（
日
本
歴
史
学
会
）
七
五
六

〉
乞
↓
国
園
○
℃
○
い
O
O
H
O
＞
い
ω
O
臼
乞
O
国
（
↓
冨

　
○
五
一
9
p
。
一
　
　
｝
o
¢
N
p
巴
　
　
　
o
眺
　
　
8
藤
島

　
〉
宏
↓
霞
知
○
男
○
い
○
Ω
H
O
＞
い
ω
0
0
H
国
↓
団
　
○
閃

　
乞
H
勺
℃
○
写
）
　
　
一
九
－
一

栃
木
県
立
文
書
館
だ
よ
り
（
栃
木
県
立
文
書
館
）

　
四
九

樵
偏
濃
（
信
濃
史
学
会
）
⊥
ハ
三
－
日

東
洋
史
研
究
（
東
洋
史
研
究
会
）
六
九
一
四

オ
リ
エ
ン
ト
（
日
本
オ
リ
エ
ン
ト
学
会
）
五
三
－

　
二
専
修
大
学
史
紀
要
（
専
修
大
学
　
大
学
史
資
料

　
課
）
三

エ
ネ
ル
ギ
ー
史
研
究
一
石
炭
を
中
心
と
し
て
一

　
（
九
州
大
学
記
録
資
料
館
産
業
経
済
資
料
部

　
門
）
二
六

石
炭
研
究
資
料
叢
書
（
九
州
大
学
記
録
資
料
館
産

　
業
経
済
資
料
部
門
）
三
二

韓
国
民
族
文
化
（
釜
山
大
士
校
韓
国
民
族
文
化
研

　
究
所
）
三
八

韓
国
民
族
文
化
（
釜
山
大
學
校
韓
国
民
族
文
化
研
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介紹

　
究
所
）
三
九

美
術
研
究
（
東
京
文
化
財
研
究
所
）
四
〇
三

駿
台
史
學
（
駿
台
史
学
会
）
一
四
二

湘
蟄
林
日
（
藝
林
會
）
⊥
ハ
O
l
～

立
命
館
文
學
（
立
命
館
大
学
人
文
学
会
）
六
二
一

栃
木
史
学
（
國
學
院
大
學
栃
木
短
期
大
学
史
学

　
会
）
二
五

圏
東
半
島
荘
園
村
落
遺
跡
詳
細
分
布
調
査
概
報

　
（
大
分
県
立
歴
史
博
物
館
）
豊
後
高
山
香
郷
語

長
崎
大
学
教
育
学
部
社
会
科
学
論
叢
（
長
崎
大
学

　
教
育
学
部
）
七
三

専
修
大
学
大
学
院
社
会
知
性
開
発
研
究
セ
ン
タ
ー

　
／
東
ア
ジ
ア
世
界
史
研
究
セ
ン
タ
ー
年
報
（
専

　
修
大
学
大
学
院
社
会
知
性
開
発
研
究
員
ン

　
タ
ー
）
五

松
本
市
史
研
究
（
松
本
市
）
二
一

史
學
（
三
田
史
学
会
）
八
○
一
一

西
洋
史
学
報
（
広
島
大
学
西
洋
史
学
研
究
室
）
三

　
八
正
倉
院
紀
要
（
宮
内
庁
正
倉
院
事
務
所
）
三
三

年
報
近
現
代
史
研
究
（
近
現
代
史
研
究
会
）
三

福
島
県
立
博
物
館
紀
要
（
福
島
県
立
博
物
館
）
二

　
五
社
会
経
済
史
学
（
社
会
経
済
史
学
会
）
七
六
－
三

日
本
塩
業
の
研
究
（
日
本
塩
業
研
究
会
V
三
二

史
観
（
早
稲
田
大
学
史
学
会
）
一
六
四

大
倉
山
論
集
（
大
倉
精
神
文
化
研
究
所
）
五
七

大
東
文
化
大
学
漢
学
會
誌
（
大
東
文
化
大
学
漢
学

　
会
）
五
〇

専
修
史
学
（
專
修
大
学
歴
史
学
会
）
五
〇

東
ア
ジ
ア
研
究
（
大
阪
経
済
法
科
大
学
ア
ジ
ア
研

　
究
所
）
五
四
編
集
後
記

　
本
号
の
編
集
作
業
を
行
っ
て
い
る
最
中
に
、
ロ

ン
ド
ン
で
若
者
を
中
心
と
し
た
暴
動
が
勃
発
し
た

と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
が
飛
び
込
ん
で
き
ま
し
た
。
二

年
前
に
実
際
に
訪
れ
、
こ
の
目
で
見
て
き
た
ロ
ン

ド
ン
郊
外
の
街
並
が
、
暴
徒
の
襲
繋
に
よ
っ
て
破

壊
・
略
奪
さ
れ
て
い
く
映
像
に
は
絶
句
す
る
し
か

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
さ
て
、
年
初
の
エ
ジ
プ
ト
騒
乱
の
時
と
同
様
に
、

ロ
ン
ド
ン
の
若
者
達
は
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ネ
ッ
ト

ワ
ー
キ
ン
グ
・
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
情
報
の
共

有
を
計
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。
ま
た
、
日
本
に
い

る
私
に
、
暴
動
の
状
況
を
い
ち
早
く
知
ら
せ
て
く

れ
た
の
は
、
大
手
メ
デ
ィ
ア
で
は
な
く
、
現
地
の

友
人
達
か
ら
の
F
a
c
e
b
o
o
k
を
通
じ
た
メ

ッ
セ
ー
ジ
で
し
た
。
こ
う
し
た
側
面
は
、
二
一
世

紀
の
暴
動
の
新
た
な
特
徴
を
象
徴
し
て
い
る
と
番

え
る
で
し
ょ
う
。
そ
の
～
方
で
、
警
官
の
発
砲
に

端
を
発
し
た
暴
動
の
拡
大
を
、
警
察
が
う
ま
く
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
出
来
な
い
様
子
を
見
て
い
る
と
、
一

九
世
紀
の
組
織
発
足
以
降
、
ロ
ン
ド
ン
の
首
都
警

察
が
伝
統
的
に
抱
え
て
き
た
「
弱
点
」
が
露
呈
し

た
よ
う
に
も
思
い
ま
す
。

　
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
発
達
を
基
盤
と
す
る
グ
ロ
ー

バ
ル
化
の
進
展
と
、
ロ
ー
カ
ル
な
文
脈
に
特
異
な

歴
史
的
要
因
の
交
錯
を
今
圓
の
ロ
ン
ド
ン
暴
動
に

感
じ
、
歴
史
研
究
を
行
う
事
の
意
義
に
つ
い
て
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